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1. はじめに

環境適芯情報通信システムのための通信制御技術の研究において、新しく提案する制御アルゴリズムの評価、

比較などを効率よく遂行するために、 SARA-I(SimuJator far Adaptive Routing Algorithm version 1)を開発した。

SARA-Iは、複数の）レーターで構成される任意のネットワークおよび任意の）レーチングア）レゴリズムに対して、

シミュレーションならびにその結果をビジュアルに比較表示するソフトウェアである。

SARA-Iを使用すると、ルーチングアルゴリズムの動作を、ルーターの稼働分布、パケットの流れ、パケットロ

スの発生、エンドツーエンドの遅延時間などの表示を利用して逐次確認できる。

現在、新しい適応ルーチングアルゴリズムの研究に使用し、その特性の解明に効果を発揮している。

本レポートでは、使用方法を中心にSARA」の概要およひ精成について報告する。
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2. SARAの使用について

以下に記述する使用法等は、株式会社エイ・ティ・アール環境適応通信

研究所における一例です。これ以外のハード環境／ソフト環境において

使用する場合は、関係する箇所を適当に読み替えて本ドキュメントをご

利用ください。

2.1. システムの所在

SARAは、 1997年3月31日現在、次の場所に実行モジュールやシミュレーション用の初期設定ファイルが存

在します。

図 i01:/usr 1/SAPA/sara 

実行モジュールは、 AVS/Expressにより開発したアプリケーション（実行ファイル）の形式となっています。

r~i01 :/usr1/SAPA/sara/bi rv~i/express 

なお r匈 i01は、シリコングラフィックス社製のワークステーション OnyxInfiniteReality RlOOOOです。また

A VS/Expressは、米国AVS社が開発・ライセンスする 3次元ビジュアリゼーションツールです。

2.2. 環境変数の設定

SARA (A VS/Express実行ファイル）の起動の前に、 r写i01上で環境変数の設定／解除が必要です。ターミ

ナルウィンドウのコマンドラインから、以下のコマンドを実行します。

● % seta,v LJ邸 ja_..P.ELC 

● % set釦 VL見LI由#W_PA1H/us r/express/ Ii b/~i 

● %set釦 VM氏HIN:sgi 

● % unseta,v LC_CTYPE 

2.3. 譴力のしかた

必要な環境変数の設定の後、初期設定ファイルのあるデイレクトリヘ移動し、 AVS/Expressの実行ファイルを

ターミナルウィンドウのコマンドラインから起動します。

% cd /L.Sr1応屈sara

% b in/sgi /express 

SARAが起動すると、 5つのウィンドウが開き、次のような初期画面となります。 SARAは現在、 2つのルー

チングアルゴリズムを比較するという仕様になっていますので、ネットワークおよび負荷状況を表示するウィン

ドウは、同じものが2つ（上の左右）開きます。
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図 1 SARAの初期画面

この状態で、画面左下のウィンドウの左肩にあるアイコンボタンをクリックします。すると、そのウィンドウ

内にシミュレーションの操作パネルが現われますので、実行とラベルのついたボタンをクリックし、シミュレー

ションを開始します。シミュレーションは、初期設定ファイル(「3.1初期設定ファイル」）から読み込んだパ

ラメータをもとに実行されます。
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2.4. 各ウィンドウの概要

初期画面に現われる 5つのウィンドウは、以下の内容を表示または操作します。

■ シミュレーションの実行、パラメータの変更等

図 2 操作パネルウィンドウ

シミュレーションの実行／停止やシミュレーション中にも変更可能なパラメータの操作、パケットトレースに

ついての設定などが行えます。詳細は、 「3.3GU Iによるオペレーション」を参照してください。
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■ ネットワーク図およびルータの負荷状況

図 3 ネットワーク図ウィンドウ

ネットワークの構成および各ルータにおける負荷状況（ルータのキュー長）やパケットの損失を 3次元表示し

ます。ルータは四角、ルータ間のリンクは直線により表現されます。また、負荷状況はルータ上におかれる直方

体の高さおよび色（負荷小：青→負荷大：赤）で表現されます。パケット損失が発生した場合は、直方体の上に

球形の物体が現われます。
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• ェンドツーエンドのサービス品質遺涎時間およぴパケット損失）

図 4 遅延時間・パケット損失ウィンドウ

2つのルーチングアルゴリズムのサービス品質を遅延時間およびパケット損失の有無により表示します。 2つ

のネットワークヘ同時に発生させた呼（複数パケットで構成）が、双方ともに宛先ルータヘ到着した時点で各々

の遅延時間をアルゴリズム別に色を変えて棒グラフで表示します。パケット損失が発生した呼については、遅延

時間を既定の最大値とした上で、棒の上方に星印を表示します。

なお、ある時点で表示されているのは、直近に到着した既定個分の呼について右側の榛の長さ（遅延時間）を

もとに整列したものです。既定個を超えた分については古いものから順に消されていきます。
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■ エンドツーエンドの遅延時間比較

図 5 エンドツーエンド遅延時間ウィンドウ

2つのルーチングアルゴリズムによる呼（上のサービス品質と同様）の遅延時間を 2次元データとしてプロッ

トします。縦軸および横軸に各々のアルゴリズムの遅延時間をとり、丸印をプロットします。同遅延時間のとこ

ろへ引いた対角線により作られる三角形の領域の中に丸印が多いほど、比較対象のア）レゴリズムに比べ遅延時間

が大きいということになります。

なお、 （前のサービス品質と同様）ある時点でプロットされているのは、直近に到着した既定個分の呼につい

てのみです。既定個を超えた分については古いものから順に消されていきます。

2.5. 終了のしかた

疇左下にあるウィンドウ（操作パネルウィンドウ）上部のプルダウンメニューから、 File----+Exitを選ぶと、

A VS/Expressの終了確認のダイアログウィンドウが現われます。終了する場合は、そこで＜了解＞ボタンをクリッ

クします。
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3.1. 

ルーチングシミュレーションについて

初期設定ファイル

現在のSARAは、表示用に 1つ、シミュレーション用に4つの初期設定ファイルを使用します。その他にも、

必要に応じ各ルーチングア）レゴリズム毎に初期設定ファイルを使用します。詳細は「付録B 初期設定ファイル

のサンプ）レ」を参照してください。

ファイル名 内容 備考

avs. rruter. 由t AVS用パラメータ ルータ位置座標

s imul at ion. 由t シミュレーション基本パラメータ 使用アルゴリズムの指定など

rruter. 由t ルータ関連パラメータ ルータ処理時間、リンク情報など

~al I. 由t 呼生成関連パラメータ 呼あたりパケット数など

t raff ic.dat トラヒック制御パラメータ 特定ルータ間でのトラヒック生成用係数

a Igor ithn. *.dat等 各アルゴリズム専用パラメータ "sinulatim.dat"でファイル名を指定

3.2. ルーチングアルゴリズム

現在のSARAには以下の8つの）レーチングアルゴリズムがインプリメントされています。便宜上、各アルゴリ

ズムには0番から始まる番号をつけていますが、番号に特別な意味はありません。

．．．．．．．． 

〇：新アルゴリズム 1(N値使用）

1 : 従来アルゴリズム（分散型Bellma-i-Ford) 

2 : 新アルゴリズム 2 (N値使用しない）

3 : 新アルゴリズム 3 (2の変形）

4: RIPアルゴリズム 1 (thresrold関数でmetric計算のキュー長を段階化）

5: RIPアルゴリズム 2 (d釦匈関数でmetricをホップ数に比例して減衰十バッファ長/5)

6 : 新アルゴリズム4 (1の変形、キュー長をステップ化）

7 : 従来アルゴリズム (static型）

どのアルゴリズムを用いてシミュレーションを行うかは、 "simul at ion. 由t"ファイルで指定します。

3.3. GUIによるオペレーション

シミュレーションに対するユーザオペレーションはGUIにより実現されています。ほとんどのオペレーション

は、操作パネルウィンドウ内のボタンやスライダーを使用して行います。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

 

シミュレーションの実行および停止

シミュレーション単位時間の変更

呼生成時間間煽の変更

呼あたりパケット数の変更

パケットトレースの設定

連続パケットトレースの設定および解除

パケットトレースに関するその他のオペレーション

シミュレーションパラメータの表示
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⑨ ネットワーク図ウィンドウにおける視点の変更

⑩ その他

操作パネルウィンドウには、これら以外のオペレーション用にもいくつかのボタンが用意されていますが、現

時点では使用できないものもあります。

① シミュレーションの実行および停止
SARA起動後このボタンを押して、操作パ

ネルを出します。

操作パネルは、このスライダー9によりスク

ロールできます。微調整は、スライダー両

端の三角ボタンで行います。

＜実行＞ボタンを ONにするとシミュレー

ションを実行します。 OFFにすると停止

します。再度、 ONにすると停止時点から

シミュレーションを再開します。

② シミュレーション単位時間の変更

シミュレーション単位時間（サンプリング

時間）をスライダーにより調整できます。

微調整は、スライダー両端の三角ボタンで

行います。

シミュレーションは、この単位時間分ずつ

繰り返され、その結果が、各ウィンドウに

表示されます。

，
 



③ 呼生成時間間隔の変更

④ 呼あたりパケット数の変更

10 

呼生成時間間隔 (generateaw)をスライ

ダーにより調整できます。微調整は、スラ

イダー両端の三角ボタンで行います。

生成時間間隔を小さくするとネットワー

ク上に発生する呼が増加し、生成時間間隔

を大きくすると呼がi咸少します。

<&tParameter>ボタンを押すと、調整し

た呼生成時間間隔 (generateaw)の値が

シミュレーションに反映されます。

呼あたりパケット数 (packetaw)をスラ

イダーにより調整できます。微調整は、ス

ライダー両端の三角ボタンで行います。

くふtParameter>ボタンを押すと、調整し

た呼あたりパケット数 (packetaw)の値

がシミュレーションに反映されます。



⑤ パケットトレースの設定
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パケットトレースでは、パケットの転送ル

ートをトレースできます。パケット送信元

一宛先設定ボタンを ONにした後、アルゴ

リズム 0岱：側）のネットワーク図ウィン

ドウ上でパケットの送信元および宛先の

ルータを設定します。

パケットの送信元および宛先ルータの設

定は、 controlキーを押しながら、マウス左

ボタンでルータを選択して行います。選択

されたルータ位置には、上向きの大きな矢

印が置かれます。 2つの）レータ選択で設定

は完了し、何度でも選択し直すことができ

ます。



⑥ 連続パケットトレースの設定および解除

⑦ パケットトレースに関するその他のオペレーション

12 

<Cont:inue>ボタンを ONにすると連続パ

ケットトレースが設定されます。

連続パケットトレースでは、 2つのネット

ワーク上のトレース用パケットが双方と

も宛先）レータヘ到着もしくは途中で損失

した時点で、新たなトレース用パケットが

送信元ルータに生成されます。

<Cont:inue>ボタンを OFFにすると連続

パケットトレースが解除され、新たなトレ

ース用パケットは生成されなくなりま

す。

トレースピッチをスライダーにより調整

できます。微調整は、スライダー両端の三

角ボタンで行います。トレースピッチは、

転送ルートを表示する菱形の物体の描画

間隔です。

<Clear Trace>ボタンを押すと、表示され

ていた転送ルートが消去されます。なお、

トレース途中に<ClearTrace>ボタンを押

すと、それまでの転送ルートが消去される

とともに、新しいトレース用パケットが送

信元）レータに生成されます。



⑧ シミュレーションパラメータの表示

13 

<Disp Simulation Parameter>ボタンを

押すと、その時点でのシミュレーション用

各種パラメータの値が Simulation

Parameterウィンドウに表示されます。

＜了解＞ボタンを押すと、ウィンドウは閉じ

ます。



⑨ ネットワーク図ウィンドウにおける視点の変更

14 

ネットワーク図ウィンドウ

上で、マウスの中ボタンを

押しながら適当にドラッグ

すると、視点を変えること

ができます。



⑩ その他
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遅延時間・パケット損失ウィンドウでのグ

ラフ縦軸の最大遅延時間 (MaxDelay 

Time) をスライダーにより調整できま

す。微調整は、スライダー両端の三角ボタ

ンで行います。

エンドツーエンドの遅延時間ウィンドウ

でのプロット回数 (PlotTimes)をスライ

ダーにより調整できます。微調整は、スラ

イダー両端の三角ボタンで行います。プロ

ット回数が3の場合、直近3単位時間分の

シミュレーションの結果がプロットされ

ます。



4. プログラム構成について

以下に記述するプログラム構成等は、株式会社エイ・ティ・アー）頃環境

適応通信研究所における一例です。これ以外のハード環境／ソフト環境

において使用する場合は、関係する芭所を適当に読み替えて本ドキュメ

ントをご利用ください。

SARAは、 1997年3月31日現在、次の場所にAVS/Expressにより開発したアプリケーション（実行ファイル）

の形式で存在します。

r郡01:/usr 1/$ARA./sar a/bi rv郡/express

この実行ファイルは、AVSによる表示側のプログラムと S:imサを利用したシミュレーション側のプログラムお

よびその間のインタフェースとなるプログラムから構成されています。実行ファイルの生成には、 AVS/E:xp記 ss

のアプリケーション開発環境において、構成プログラムおよびオブジェクトを“コンパイルしたプロジェクト”

として保存した上で、次のmakeファイルを用います。

図 i01:/usr 1/SAPA/sara/express. rrk 

ルーチングアルゴリズムの変更等、シミュレーション側プログラムを更新した場合は、上のmakeファイルに

より再makeするだけで新しい実行ファイルを生成できます。

表示側の更新方法も含む、実行ファイル生成の詳細については、 AVS関連のドキュメントをご覧ください。

以下では、AVS/Expressのアプリケーション開発環境において直接利用される各構成要素について概説します。

なお r刻 01は、シリコングラフィックス社製のワークステーション Onyx!面mteRealityRlOOOOです。また

A VS/Expressは、米国AVS社が開発・ライセンスする 3次元ビジュアリゼーションツールです。 Simサは、米

フロリダ大のCISE研究室で開発されたイベントスケジューリング等のシミュレーション用ツールキットです。

4.1. 表示 (AVS) 

表示側の構成プログラムは、次のデイレクトリに存在します。

r~i01:/usr1/泌PA/de;elcp

以下は、このデイレクトリ中の主要ファイルの一覧です。

avsa,v 

rt.nt irre/n ls/j a_...P /AlR.dct 

s re/a Igor ism. c 

src/atr .h 

s rc/get_data. c 

s rc/g rap,. c 

src/i nit. c 

src/p ick. c 

隠たxpress起動環境設定ファイル

GUIパネル文字設定

アルゴリズム設定関連

ヘッダーファイル

変化データ処理関連

グラフ処理関連

固定データ処理関連

ピック匹攣連
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src/t race.c 

v/atr_a印・V

v/graか1.V 

v/graか2.V 

v加ain._ui.v 

v/n窃1_disp.v 

v/o ld_d isp. v 

V /rlll_p rg. V 

パケットトレース関連

メインVファイル

通信呼・遅延時間グラフ

遅延時間比較グラフ

GUI 

アルゴリズム 0画面

アルゴリズム 1画面

変化データ処理関連

各ファイルの中には、以下の関数およびオブジェクトが定義されています。

a Igor ism. c: 

atr _set_a Igor ism 

get_data. c: 

atr_ct-g_data 

graか.c:

at r _set__g raか1_inf

at r _set__g raか2_inf

i nit. c: 

at r _get_i ni t_da ta 

pick. c: 

del_r皿 er_info

del _cmrect_i nfo 

set_t race_i nfo 

atr _pick_info 

t race.c: 

get_distarce 

set_norm_vector 

get_v釦 tor

at r _set_t race_n碑 _inf

t race_n碑 _data

atr _set_t race_o ld_i nf 

t race_o ld_dat a 

atr_af+).v: 

atr_init_由ta

DatciJbj釦 t

Box 

ルーチングアルゴリズム設定関数

変化データ設定関数

通信呼一遅延時間グラフ情報の設定

新旧遅延時間グラフ情報の設定

固定データ設定関数

ルータ障害／復旧モデル情報設定関数

接続線障害／復旧モデル情報設定関数

トレース始終点モデル情報設定関数

ピックモデルの障害／復旧処理関数

plとp2の距離を求める

単位ベクトルを変換する

plから p2への単位ベクトルを求める

アルゴリズム 0のパケットトレ＿ス設定関数

アルゴリズム0パケット表示設定関数

ァルゴリズム 1のパケットトレース設定関数

アルゴリズム 1パケット表示設定関数

固定データ読み込みモジュール(*1) 

固定データモデルオブジェクト生成モジュール

ルータモデル形状定義データ

(* 1) このオブジェクトが関数 atr_get_init_由taとリンクされてます。

graか1.v: 
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graか1l 
G raP7N9vJ...oss 

GraかOld.oss

GraplN9W 

GraかOld

AffiraかVi碑 i:x:irt<bj

Affi rapl'lb r Id 

AG<奴 is

AG(奴 is

AGY'Ti ck I i res 

AffiraかLeg:ird(bj

graか1_titie 

Vie晒 r2D

l; 

graか2.v: 
graか2! 

GraかStaid

GraかPlot

AffiraかVi碑 p:)rtOJj 

Affiraか比rld 

AG/.. 奴 is

AGi奴 is

graか1_tit I e 

Viewar2D 

., 

・
~
~

main_ui .v: 
ma1几Lil ¥ 

Uisrel I 

disp_fr細 e

title 

d isp_rew 

d isp_ol d 

disp_gr甲h1

d isp_gr甲h2

prg_f rarre 

Uil吐el

rm 

time 

l① p 

pick_fr抑 e

p ick_st r 

U Ir珀 io氏）池由el

a lgo_fr抑 e

a lgo_ti t le 

アルゴリズム 0パケット損失グラフ設定

アルゴリズム 1パケットオ員失グラフ設定

アルゴリズム 0遅延時間グラフ設定

ァルゴリズム 1遅延時間グラフ設定

グラフデータをオブジェクトに変換する

グラフデータを生成する

x軸ラベル設定

Y軸ラベル設定

Y軸目盛設定

グラフレジェンド設定

グラフタイトル文字設定

グラフビュー設定

遅延時間対税蒜グラフ設定

遅延時間且載プロットグラフ設定

グラフデータをオブジェクトに変換する

グラフデータを生成する

x軸ラベル設定

Y軸ラベル設定

グラフタイトル文字設定

グラフビュー設定

メインパネル

画面表示フレーム

画面表示ラベル

アルゴリズム 0ネットワーク表示／非表示ボタン

ァルゴリズム 1ネットワーク表示／非表示ボタン

通信呼一遅延時間表示／非表示ボタン

通信呼一遅延時間表示／非表示ボタン

プログラム関連フレーム

プログラム関連ラベル

プログラム実行／停止ボタン

サンプリング時間変更スライダー

プログラムを無限に呼び続けるためのループ

ピック関連フレーム

ピック対象文字列配列

ピック対象選択モジュール

ァルゴリズム設定関連フレーム

アルゴリズム設定ラベル
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l; 

a lgo_ret_fr抑 e

a lgo_ret_radi o 

a lgo_ret_st r 

a lgo_al g::>_f ra囮

a lgo_a I g::>_r a:l io 

a lgo_al g::>_str 

a lgo_set 

a lgo_set_rm山le

t rare_f ra叩

t rare_t it le 

t rare_pit由

pick_tyP3 

out_t ime 

out_t ri 

out_pitdl 

ネットワーク設定フレーム

ネットワーク選択モジュール

ネットワーク選択文字列配列

アルゴリズム設定フレーム

アルゴリズム選択モジュール

アルゴリズム選択文字列配列

アルゴリズム設定更新処理

アルゴリズム設定モジュール(*2) 

パケットトレースピッチ設定関連フレーム

パケットトレースピッチラベル

パケットトレースピッチ設定スライダー

対象ピックモデルのタイプを出力

サンプリング時間を出力する

プログラム実行カウントを出力する

パケットトレースピッチを出力する

(* 2) このオブジェクトが関数 atr_set_a Igor ismとリンクされてます。

n碑 _disp. v: 

neN_disp ! 
in 

in_tr釦 e

in_由j

1 n_g3an 

i n_pi ck_type 

n紳 _trace_geom 

n碑—t race_g lyか
n碑 _glyp,

Vie如 r3D

pick_inf ! 
pk_由ta

npi cka::l 

pk_rerre 

i n_pi ck_type 

pick_inf 

r _mesh 

r_geo_gly廿

r_del_g知

し[llesh

l_geo_gly廿

しi:lel_g年

t race_mesh 

t race_geo_g ly廿

t race_g紐

out_r由j

out」由j

キュー長，パケット損失設定データの入力

アルゴリズム0バケットトレースデータの入力

コネクトデータオブジェクトの入力

ルータモデル形状データの入力

ピック対象モデルタイプの入力

アルゴリズム0のパケット形状データ

ァルゴリズム 0のパケットの表示設定

アルゴリズム 0のルータモデルの表示設定

ァルゴリズム 0ネットワーク画面設定

アルゴリズム 0の画面ピック設定

ピックデータの入力

ピyクデータの入力

ピック名の入力

ピyク対象タイプの入力

ピック鑑里モジュール設定(*3) 

ルータ障害モデル表示位置設定

ルータ障害モデル表示設定

ルータ障害モデル形状

リンク障害モデ）頃乏示位置設定

リンク障害モデル表示設定

リンク障害モデル形状

パケットトレース始終点モデル表示位置設定

パケットトレース始終点モデル表示設定

パケットトレース始終点モデル形状設定

ルータ障害モデルオブジェクトの出力

リンク障害モデルオブジェクトの出力
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out_t race_obj 

l; 
loss_gl yph 

loss—~an 

パケットトレース始終点モデルオブジェクトの出力

アルゴリズム 0のパケット損失の表示設定

アルゴリズム 0のパケット損失の形状設定
•9 9

,

 

(* 3)このオブジェクトが関数atr_pick_infoとリンクされてます。

o ld_d isp. v: 

old_disp l 
in 

i n_troce 

in―由j

in_~an 
o ld_t rare__goom 

o ld_t rare__g lyか

old__glyp, 

Vie晒 r3D

loss_gl yph 

!OS$ー~an

l; 

rm_prg.v: 

crg_data 

in 

t r i 

time 

trace心 itch

t race_n邸 _data

t race_old_data 

at r _crg_dat a 

n碑」oop

old_loop 

DVext r_ce 11 _c011p 

t race_n碑 _data_set

t race_o ld_data_set 

out_n窃 _trace

out_o ld_t race 

out 

l; 

キュー長パケットオ員失設定データの入力

アルゴリズム 1パケットトレースデータの入力

コネクトデータオブジェクトの入力

ルータモデル形状データの入力

アルゴリズム 1のパケット形状データ

ァルゴリズム 1のパケットの表示設定

アルゴリズム 1のルータモデルの表示設定

アルゴリズム 1ネットワーク画面設定

アルゴリズム 1のパケットオ員失の表示設定

アルゴリズム 1のパケット損失の形状設定

固定データ処理データの入力

プログラム実行カウントの入力

サンプリング時間の入力

パケットトレースピyチの入力

ァルゴリズム0パケットトレース処理モジュール(*4) 

アルゴリズム 1バケットトレース処理モジュール(*5) 

変化データ処理モジュール(*6) 

アルゴリズム0バケットトレースのループ

アルゴリズム 1パケットトレースのループ

変化データのリフレッシュモジュール

アルゴリズム 0のパケットトレースデータのリフレッシュ処理

アルゴリズム 1のパケットトレースデータのリフレッシュ処理

アルゴリズム0のパケットトレースデータの出力

アルゴリズム 1のパケットトレースデータの出力

変化データ処理後データの出力

(* 4)このオブジェクトが関数trac:e_n碑 _dataとリンクされてます。

(* 5)このオブジェクトが関数trac:e_o ld_dataとリンクされてます。

(* 6)このオブジェクトカ甲』数atr _crg_dat aとリンクされてます。
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42. シミュレーション (Sim++)およびAVSとのインタフェース

シミュレーション側の構成プログラムは、次のデイレクトリに存在します。

r割01:/usrl/~PA/atr 

以下は、このデイレクトリ中の主要ファイルの一覧です。

ra」te.cxx

atr .H 

calffl改 r.o 

C甲 ifoc:.o

C割 fut.o

C甲 irc11.o

estatus.o 

e1,,ent .o 

foc: i I ity. o 

f Ii st.o 

future. o 

h€0p. o 

lef ti st.o 

I inked o 

serv1re.o 

t改ffl.O

uti I. o 

vlist.o 

qt.eu i rg. h 

Lie釦 se

sim~.ps 

シミュレ＿ションおよびインタフェースプログラムすべて

ヘッダーファイル

ツールキット Simサのオブジェクトファイル

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

/,, 

ツールキット Simサを利用するためのヘッダーファイル

ツールキット Simサのライセンスに関するドキュメント

ツールキット Sim廿に関するドキュメント(Postふript) 

S血サに関する内容については、上記ドキュメント sim印.psをご覧ください。ファイル rrute.cxxの中には、

以下の関数が定義されています。

ra.」te.cxx:

シミュレーションプログラム

Initialize 

lni ti al izEf=orAlg::iri thm 

Pr迂 vent

M8Q和suit

Cal IResul t 

SetTrac~ 匈

Bel lmailkt r ic 

Thresm ldFurct i m 

D釦 ayFurctim

Bel lmail-bp 

Shinj必Igorithn 

Shi nj cA Igor i thn2 

シミュレーションの初期化

ルーチングアルゴリズム毎の初期化

ルーチングシミュレーションの実行部

パケットの送信終了処理

呼の送信終了処理

パケットトレース関連

各ルーチングアルゴリズム

I'/ 

I'/ 

I'/ 

I'/ 

I'/ 
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Shi nj cA Igor i thn3 

Shi nj cA Igor i thn4 

Fi I te rEvent 

Get釦釦d.e1gth

Get釦fSize

CreckOverflONAtFbuter 

SrortestPath 

GetFbutingTime 

Get(?ererateMsg-lun 

MinFloot 

OtherPardan 

Creek匹 Fbute

Pr i nt97or test Path 

PrintPararreter 

ReacParaneter 

GetToken 

GetSirrParanStr 

// 

// 

ルーチングシミュレーションの音話宕レベルの関数

q
 
q
 
9
 

9
 

q
 
9
 

q
 
9
 

9
 

q
 
q
 

パラメータファイルの読み込み関連

ヽ

ヽ

シミュレーション側と表示側とのインタフェースプログラム

AlR_get_i ni t_data 初期データを表示側へ

AlR_get_ch3rge_data 単位時間あたりのシミュレーション結果を表示側へ

AlR_set_t race 

AlR_set_net叩 rk

AlR_set_a Igor it畑

AlR_set_cal I」泊rarreter

AlR_get_sim_par抑 eter

パケットトレース対象ルータをシミュレーション側へ

障害発生ルータをシミュレーション側へ（未定義）

アルゴリズムの変更をシミュレーション側へ（未定義）

呼生成パラメータをシミュレーション側へ

現在のシミュレーションパラメータを表示側へ
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付録A 画面例

疇 1酌ルゴリスムと1漑アルゴリス公の暉

酉面2 I吟ットトレース

.
1
 



疇 3 視点を移動1

画面4 視点を移動2

Il 



画面5 シミュレーションパラメータの表示

m 



付録B 初期設定ファイ）レのサンプル

'avs. rwter. 由t"

＃ 
#IF "avs. 四 ter.由t": 学 laratep:irareter of rruter for A¥/S 

#IF 

# a:ordirates of rruter 
#x y z 

0 0 0 

0 40 

゜0 00 

゜10区）

゜10印

゜10 100 

゜a:) 

゜゚3) 40 

゜3) 00 

゜王）公）

゜3) 00 

゜~100 

゜40 

゜゚40 40 

゜40 00 

゜[i) 庄）

゜E{) 00 

゜印 100

゜印

゜゚餃） 40

゜印 OO

゜70 20 

゜70 60 

゜70 100 

゜00 

゜゚00 40 

゜00 00 

゜9J a) 

゜9J 00 

゜gJ ,co 

゜100 

゜゚100 40 

゜100 00 

゜110区）

゜110 0J 

゜
iv 



110 100 

゜120 

゜゚120 40 

゜1al 00 

゜1~ 江）

゜13) ED 

゜13J 100 

゜140 

゜゚140 40 

゜140 00 

゜1印 2

゜15::l ro 

゜1只） 100 

゜

V 



''simJ!at im. 由t"

#ff 
#ff "sinulat im. 由t": 年 larate加 註 面talp:irareter of sinulatim 

＃ 

# si叫 atimt irre 

100.0 

# r甲珀tt irres 

10 

# a lg:ir i thn t-b. 0 

゜# alg:irithnぬoI p:ir乖 terfile 

a I g'.)r i thn. 0. 由t

# alg:)r i thnぬ 1

7
 

# alg)rithn t'0.1 /阿乖terfile 

a lg::>r i thn. 7. 由t

•Vl 



"rwter. 由t"

＃ 
#lj: "rruter. 由t": 学 larate戸rareterof rruter 

＃ 

# ru底 rof rruter 

48 

# prcx::: t irre at函 ryrcuter 

1.0 

＃加ffersiZB of叙 羽 四ter

100 

# I irk―rruter id(0-47) 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

TO 

0 > 

I 

呵 I

V 

＃ 
000100100000000000000000000000000000000000000000 

000110010000000000000000000000000000000000000000 

000011001000000000000000000000000000000000000000 

110000110100000000000000000000000000000000000000 

011000011010000000000000000000000000000000000000 

001000001001000000000000000000000000000000000000 

100100000100100000000000000000000000000000000000 

010110000110010000000000000000000000000000000000 

001011000011001000000000000000000000000000000000 

000100110000110100000000000000000000000000000000 

000010011000011010000000000000000000000000000000 

000001001000001001000000000000000000000000000000 

000000100100000100100000000000000000000000000000 

000000010110000110010000000000000000000000000000 

000000001011000011001000000000000000000000000000 

000000000100110000110100000000000000000000000000 

000000000010011000011010000000000000000000000000 

000000000001001000001001000000000000000000000000 

000000000000100100000100100000000000000000000000 

000000000000010110000110010000000000000000000000 

000000000000001011000011001000000000000000000000 

000000000000000100110000110100000000000000000000 

000000000000000010011000011010000000000000000000 

VIl 



000000000000000001001000001001000000000000000000 

000000000000000000100100000100100000000000000000 

000000000000000000010110000110010000000000000000 

000000000000000000001011000011001000000000000000 

000000000000000000000100110000110100000000000000 

000000000000000000000010011000011010000000000000 

000000000000000000000001001000001001000000000000 

000000000000000000000000100100000100100000000000 

000000000000000000000000010110000110010000000000 

000000000000000000000000001011000011001000000000 

000000000000000000000000000100110000110100000000 

000000000000000000000000000010011000011010000000 

000000000000000000000000000001001000001001000000 

000000000000000000000000000000100100000100100000 

000000000000000000000000000000010110000110010000 

000000000000000000000000000000001011000011001000 

000000000000000000000000000000000100110000110100 

000000000000000000000000000000000010011000011010 

000000000000000000000000000000000001001000001001 

000000000000000000000000000000000000100100000100 

000000000000000000000000000000000000010110000110 

000000000000000000000000000000000000001011000011 

000000000000000000000000000000000000000100110000 

000000000000000000000000000000000000000010011000 

000000000000000000000000000000000000000001001000 

VIIl 



、h:J//.由t"

＃ 

#If "cal I. 由t": 年 laratei:xirareter of匹 ratecal I 

#If 

# cal I匹 ratimty,:B 

Sin 

＃匹ratecal I ft.ret im(j'.xlr抑 1)

1.0 

＃匹ratecal I fヰtim~r迎）

1.0 坦 fore平 tial 

＃匹rof Prlet for函 rycal I 

7
 

•IX 



"traffic. 吐t"

＃ 

## "t raff i c. 由t": 学 laratep:irareter of四 ialtraffic 

＃ 

＃匹rof ra.iter 

48 

＃四 valt..e

0.0 

# Alか3valL.e 

10.0 

# C val1..e 

11. 5 

# trafficー四terid(0-47) csstinatim 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

0 > 

I 

釦 rceI 

V 

000000000000000000000000000000000000000000000001 

000000000000000000000000000000000000000000000010 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

X 



000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

000000000000000000000000000000000000000000000000 

010000000000000000000000000000000000000000000000 

100000000000000000000000000000000000000000000000 

•Xl 



冶!cpritlm0. 由f'

＃ 

#If "a I g:>r i thn. 0. dat" : 学 laratep:irareter of alg:>rithn rti.O 

＃ 

＃函plirg tirre to cal叫 aterret r ic etc. 

100 

# N valoo 

＃西tavalLB 

1CXXl. 0 

# t炉 ofcalrulat irg oolay 

# O: use忍 r窄四 l匹 th

# 1: use rurr郡 q..a..eI匹 th

゜
'a!cpritfm. 7. 由f'

＃ 

#ff "aゆrithn.1.dat" : 年 laratep:irareter of a lg:>r i thnぬ1

＃ 

＃雫旧i;it irre to cal叫 aterret r ic etc. 

100 

'Elcpritfm2. 由t"

#If 
#If "aゆri thn. 2. 由t": 年 larateJ.xirareter of alg:>rithnぬ 2

#If 

＃函plirg t irre to ca囮 Iate rret r i c etc. 

100 

冶/cpri tfm. 3. 由t"

＃ 

X且



mt "algJrithn.3. 由t": 年 laratep:1r叩 terof a lgJr i thnぬ3

＃ 

＃函plirg t irre to calrulate rretr ic etc. 

100 

'alcprit加 4.由t"

＃ 

#If "a I g:)r i thn. 4. dat" : 年 laraterxirareter of alg:)rithn t'b.4 

＃ 

# sarpl irg tirre to calrulate rretric etc. 

100 

'a/cpritfm5. 由t"

＃ 

~"alg:irithn.5. 由t": ほ larate r::arareter of a lg:>r i thn NJ. 5 

＃ 

＃函-plirg tirre to calrulate rretric etc. 

100 

.'臼/cpritfm6. 由t"

＃ 

:tJ:11: "a I gJr i thn. 0. mt" : 年 larateP3rareter of algJrithn NJ.O 

＃ 

＃沼割 irgtirre to calrulate rretric etc. 

100 

# N valぽ

゜# t炉 ofcalrulat irg rnlay 

# O: use rurrmt四ほgth

# 1 : use avarcQ:J匹ほ-gth

゜
XIIl 
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